




　従来計画に基づく河川整備の進捗や、計画策定以降の河川を取り巻く社会状況の変化、今後の気候変動への適応等を踏まえ、
白川の治水安全度の更なる向上を目指し、令和2年1月に変更した「白川水系河川整備計画」に基づき河川整備を進めています。























　NPO法人天明水の会（河川協力団体）は、緑川流域の山と海をつなぎ豊かな環境保全に努めること、座学
と実作業を通して森林整備の大切さを学び、環境を守り育てる意欲を育むことを目的に森林整備に取り組まれ
ています。また、森林整備は流域治水施策の１つであり、治水面（以下①②）及び地下水保全において効果が
期待できることから、NPO法人天明水の会（河川協力団体）、天明中学校と連携し、取り組みを実施しています。
　①雨水を地中に浸透させ洪水時に下流へ流れる流量を抑制する効果（限界はある）
　②土砂、流木の流出を抑制する効果

森林整備×流域治水～NPO法人天明水の会（河川協力団体）、天明中学校と連携～
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